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　令和５年３月16日（木）、学部卒業生245名、大学院修了
生17名、併せて262名の卒業証書・学位記授与式が行わ
れました。今年は４年ぶりに卒業生・修了生が全員、講堂
に集まる式典となりました。保護者の皆様もリモート中継
ではありますが、本学に訪れお子様の卒業を見守られてい
ました。
　柴田洋三郎学長は式辞の中で、「予期せぬ新型コロナウ
イルス感染症の蔓延が続き、皆さんもこの３年間、極めて
制約の多い学生生活を送らざるを得ませんでした。勉学面
では、オンラインなどで不慣れな授業が続き、結果として
万全な勉学環境・学習の機会を十分に提供できなかったこ
と、改めてお詫び申し上げます。
　「ＶＵＣＡの時代」という正解のない多様で混迷の時代に、
世に出ていく君たちへの「はなむけ」の言葉として、「古
人の跡を求めず、古人の求めしところを求めよ」という、
俳人・松尾芭蕉の言葉をお贈りします。

　君たちのこれまで学んだものの多くは、先人の残してく
れた足跡に負っています。しかし、最先端の学んだことを
模倣「コピペ」するだけでは、すぐに立ち行かなくなります。
その一方、君たちには、本学在学中に身に着けた、社会人
基礎力や実技やボランティアなどの課外活動で培われた対
人支援力など、一生の財産となる創造的基盤が備わってい
ます。
　これらの基盤的な能力と個々人の創意工夫により、先人
たちが求め、いまだ達しえていない未踏の新たな世界に向
かって、先人の跡のみに頼ることなく、臨機応変に各人の
最善解を追い求めていくよう望みます。」と述べました。
　これを受けて、学部卒業生を代表して人間社会学部人間
形成学科　倉岡　萌々さん、大学院修了生を代表して看護
学研究科看護学専攻　矢鳴　千愛さんが謝辞を述べまし
た。４年ぶりの卒業生・修了生揃っての式典でたくさんの
笑顔にあふれていました。

↑祝辞　生嶋 亮介 福岡県副知事 ↑祝辞　片岡 誠二 福岡県議会 文教委員会委員長 ↑式辞　柴田 洋三郎 学長

福岡県立大学　卒業証書・学位記授与式 Fukuoka Prefectural University

　公共社会学科を専攻し、講義や
ゼミでの学習や人との出会いによっ
て、私の生活や価値観が大きく変化
しました。大学生活を通して、人は
一人では生きていけないということ
を学びました。人とかかわることの喜びを感じ、人生が豊
かになりました。当たり前にやってくる毎日に感謝するよ
うになりました。
　尊敬している先生から多くのことを教えて頂き、将来先
生のような大人になりたいと思いました。また、一生大切
にしたいと思う友達に出会うことができました。
　大学で学んだことや人との繋がりは、私にとって貴重な
財産となりました。大学生活において出会った方々や家族
には本当に感謝しています。4 年間本当にありがとうござ
いました。

人間社会学部　公共社会学科

宇根 萌々子

　私の大学生活は、決して楽しいことが多かったわけでは
ないと感じています。新型コロナウィルスでサークルやイ
ベントが相次いで中止になり、実習における制約が増え、
厳しく、あきらめたくなることばかりでした。
　そんな中、最後まで大学生活を乗り切れることができた
のは、ある友人のおかげです。つらいときに互いに納得で
きないことに対して意見を語り合うことができたために私
は卒業まで頑張ることができました。
　大学生活で得られるものは人によって様々であると思
いますが、私はこの友人に出会えたことが大学に進学した
意味だったと思います。

人間社会学部　社会福祉学科

大西　かき

　福岡県立大学で過ごした日々を
振り返ると、大変だったことも楽し
かったことも含めて思い出が沢山の
貴重な４年間だったなと思います。
　新型コロナウイルス感染拡大の
影響により臨地実習が困難で、自分の看護技術・経験不足に
不安を感じることもありましたが、学生たちが学びを深め
ることができるように対応してくださった先生方に深く感
謝しております。また、大変な時にはお互いに相談し合っ
たり、一緒にいると笑顔でいっぱいになる友人に出会えた
りしたこともとても嬉しく、私にとってかけがえのない存
在となりました。卒業後はまた新しい環境に行くことにな
り寂しい気持ちや不安もありますが、大学生活での思い出
を大切にしながら過ごしていきたいと思います。これまで
支えてくださった皆さま、本当にありがとうございました。

看護学部　看護学科

亀原　倫加

　福岡県立大学で過ごした日々は、
本当にあっという間でした。地元を
離れ、一人暮らしを始めた４年前の
不安や緊張は今でも覚えています。
しかし、授業や実習、サークル、ボラ
ンティア活動、アルバイトなどを通して、多くの人と出会い、
かけがえのない充実した時間を過ごすことができました。
また、それらの経験を通じて、視野を広げ、自分自身を成
長させることができたと思います。
　この実りある４年間の学生生活を支えてくれた家族、コ
ロナ禍で制限のある中、様々な形で私たちを指導してくだ
さった先生方、楽しい時間を共有し、不安に寄り添ってく
れた友人には、感謝の気持ちでいっぱいです。これからは
支えてもらった恩返しができるよう、努力していきたいと
思います。本当にありがとうございました。

人間社会学部　人間形成学科

倉岡　萌々

　４年間厳しくも暖かく指導してく
ださった先生方、ありがとうござい
ました。コロナ禍で実習にも制限が
ある中、出会うことができた患者さ
んや指導者の方から看護することの
難しさ、楽しさを学ぶことができました。
　また、助産師になりたいという夢があったため大学院進
学を視野に入れて、卒業研究を行っていきました。進学の
ための勉強、卒業研究を行っていく中で何度も壁にぶつか
り悩みましたが、その度にゼミの先生からアドバイスをい
ただきました。
　後輩の皆さん、これから大変なことも多いと思いますが、
その分喜び、楽しさもたくさん感じることができます。周
りの人を大切にしながら夢に向かって頑張ってください。

看護学部　看護学科

神谷　舞里　

　大学４年間は自分と向き合う時間
の連続でした。看護の道を志してき
たものの、本当に自分に合っている
のかと自問自答を繰り返す日々でし
た。４年次はなかなか進路が決まら
ず、思い悩むことも多くありました。そんな中でも常に私
の考えを尊重してくれた家族、応援し支えてくださった先
生方には心から感謝しています。また、決して楽ではない
看護の学習を一緒に乗り越えた友人の存在は一生の財産
です。
　思うような学習ができない時期もありましたが、試行錯
誤しながら勉強した日々を含めて全て思い出です。福岡県
立大学で学べたことを誇りに思います。今後も大学での出
会いや学びを胸に、精進していきます。本当にありがとう
ございました。

看護学部　看護学科

井上　桃奈
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　令和５年３月16日（木）、学部卒業生245名、大学院修了
生17名、併せて262名の卒業証書・学位記授与式が行わ
れました。今年は４年ぶりに卒業生・修了生が全員、講堂
に集まる式典となりました。保護者の皆様もリモート中継
ではありますが、本学に訪れお子様の卒業を見守られてい
ました。
　柴田洋三郎学長は式辞の中で、「予期せぬ新型コロナウ
イルス感染症の蔓延が続き、皆さんもこの３年間、極めて
制約の多い学生生活を送らざるを得ませんでした。勉学面
では、オンラインなどで不慣れな授業が続き、結果として
万全な勉学環境・学習の機会を十分に提供できなかったこ
と、改めてお詫び申し上げます。
　「ＶＵＣＡの時代」という正解のない多様で混迷の時代に、
世に出ていく君たちへの「はなむけ」の言葉として、「古
人の跡を求めず、古人の求めしところを求めよ」という、
俳人・松尾芭蕉の言葉をお贈りします。

　君たちのこれまで学んだものの多くは、先人の残してく
れた足跡に負っています。しかし、最先端の学んだことを
模倣「コピペ」するだけでは、すぐに立ち行かなくなります。
その一方、君たちには、本学在学中に身に着けた、社会人
基礎力や実技やボランティアなどの課外活動で培われた対
人支援力など、一生の財産となる創造的基盤が備わってい
ます。
　これらの基盤的な能力と個々人の創意工夫により、先人
たちが求め、いまだ達しえていない未踏の新たな世界に向
かって、先人の跡のみに頼ることなく、臨機応変に各人の
最善解を追い求めていくよう望みます。」と述べました。
　これを受けて、学部卒業生を代表して人間社会学部人間
形成学科　倉岡　萌々さん、大学院修了生を代表して看護
学研究科看護学専攻　矢鳴　千愛さんが謝辞を述べまし
た。４年ぶりの卒業生・修了生揃っての式典でたくさんの
笑顔にあふれていました。

↑祝辞　生嶋 亮介 福岡県副知事 ↑祝辞　片岡 誠二 福岡県議会 文教委員会委員長 ↑式辞　柴田 洋三郎 学長

福岡県立大学　卒業証書・学位記授与式 Fukuoka Prefectural University

　公共社会学科を専攻し、講義や
ゼミでの学習や人との出会いによっ
て、私の生活や価値観が大きく変化
しました。大学生活を通して、人は
一人では生きていけないということ
を学びました。人とかかわることの喜びを感じ、人生が豊
かになりました。当たり前にやってくる毎日に感謝するよ
うになりました。
　尊敬している先生から多くのことを教えて頂き、将来先
生のような大人になりたいと思いました。また、一生大切
にしたいと思う友達に出会うことができました。
　大学で学んだことや人との繋がりは、私にとって貴重な
財産となりました。大学生活において出会った方々や家族
には本当に感謝しています。4 年間本当にありがとうござ
いました。

人間社会学部　公共社会学科

宇根 萌々子

　私の大学生活は、決して楽しいことが多かったわけでは
ないと感じています。新型コロナウィルスでサークルやイ
ベントが相次いで中止になり、実習における制約が増え、
厳しく、あきらめたくなることばかりでした。
　そんな中、最後まで大学生活を乗り切れることができた
のは、ある友人のおかげです。つらいときに互いに納得で
きないことに対して意見を語り合うことができたために私
は卒業まで頑張ることができました。
　大学生活で得られるものは人によって様々であると思
いますが、私はこの友人に出会えたことが大学に進学した
意味だったと思います。

人間社会学部　社会福祉学科

大西　かき

　福岡県立大学で過ごした日々を
振り返ると、大変だったことも楽し
かったことも含めて思い出が沢山の
貴重な４年間だったなと思います。
　新型コロナウイルス感染拡大の
影響により臨地実習が困難で、自分の看護技術・経験不足に
不安を感じることもありましたが、学生たちが学びを深め
ることができるように対応してくださった先生方に深く感
謝しております。また、大変な時にはお互いに相談し合っ
たり、一緒にいると笑顔でいっぱいになる友人に出会えた
りしたこともとても嬉しく、私にとってかけがえのない存
在となりました。卒業後はまた新しい環境に行くことにな
り寂しい気持ちや不安もありますが、大学生活での思い出
を大切にしながら過ごしていきたいと思います。これまで
支えてくださった皆さま、本当にありがとうございました。

看護学部　看護学科

亀原　倫加

　福岡県立大学で過ごした日々は、
本当にあっという間でした。地元を
離れ、一人暮らしを始めた４年前の
不安や緊張は今でも覚えています。
しかし、授業や実習、サークル、ボラ
ンティア活動、アルバイトなどを通して、多くの人と出会い、
かけがえのない充実した時間を過ごすことができました。
また、それらの経験を通じて、視野を広げ、自分自身を成
長させることができたと思います。
　この実りある４年間の学生生活を支えてくれた家族、コ
ロナ禍で制限のある中、様々な形で私たちを指導してくだ
さった先生方、楽しい時間を共有し、不安に寄り添ってく
れた友人には、感謝の気持ちでいっぱいです。これからは
支えてもらった恩返しができるよう、努力していきたいと
思います。本当にありがとうございました。

人間社会学部　人間形成学科

倉岡　萌々

　４年間厳しくも暖かく指導してく
ださった先生方、ありがとうござい
ました。コロナ禍で実習にも制限が
ある中、出会うことができた患者さ
んや指導者の方から看護することの
難しさ、楽しさを学ぶことができました。
　また、助産師になりたいという夢があったため大学院進
学を視野に入れて、卒業研究を行っていきました。進学の
ための勉強、卒業研究を行っていく中で何度も壁にぶつか
り悩みましたが、その度にゼミの先生からアドバイスをい
ただきました。
　後輩の皆さん、これから大変なことも多いと思いますが、
その分喜び、楽しさもたくさん感じることができます。周
りの人を大切にしながら夢に向かって頑張ってください。

看護学部　看護学科

神谷　舞里　

　大学４年間は自分と向き合う時間
の連続でした。看護の道を志してき
たものの、本当に自分に合っている
のかと自問自答を繰り返す日々でし
た。４年次はなかなか進路が決まら
ず、思い悩むことも多くありました。そんな中でも常に私
の考えを尊重してくれた家族、応援し支えてくださった先
生方には心から感謝しています。また、決して楽ではない
看護の学習を一緒に乗り越えた友人の存在は一生の財産
です。
　思うような学習ができない時期もありましたが、試行錯
誤しながら勉強した日々を含めて全て思い出です。福岡県
立大学で学べたことを誇りに思います。今後も大学での出
会いや学びを胸に、精進していきます。本当にありがとう
ございました。

看護学部　看護学科

井上　桃奈
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　第31回秋興祭に多くのご来場を賜り、
深く感謝申し上げます。
　本年度の秋興祭では、新型コロナウイ
ルスの影響を受けながらも、３年ぶりに
地域の方々や学外の方々にもご来場いた
だける形での開催となりました。学内サ
ークルや外部の方のキッチンカーによる
模擬店の出店や、吉本興業のお笑い芸人
さんによるお笑いライブも行うことがで
き、少しずつではありますが、以前の賑
わいが戻ってきたのではないかと思いま
す。また、毎年恒例となっているシンボ
ル大アートや提灯、ステージ企画も多数
の来場者の方にご覧いただき大成功とな
りました。さらに、ステージ上でのパフ
ォーマンスでも多くの方々にご協力いた
だきました。秋興祭を長年ご支援くださ
っている皆様のおかげで今年も無事に秋
興祭を終えることができましたことを委
員一同深く感謝しております。
　皆様の記憶に残るような秋興祭を目指
し念入りに準備を重ね、３年ぶりに秋興
祭をこのような形で開催することができ
ました。しかし、まだまだ課題の残ると
ころもあります。今回の反省点を活かし、
来年度以降もよりよい秋興祭を創り上げ
られるよう委員一同努力してまいります
ので今後ともよろしくお願いします。

第31回 秋興祭実行委員会
実行委員長

原　壮一朗

第 31 回

秋興祭

ラブルの背景等を考えた上でかかわっ
ていることが印象的でした。
Q社会福祉士の他に、
   精神保健福祉士やスクールソーシャル
   ワーカーの課程にも興味があります。   
   複数の資格取得を目指す利点は
   何ですか。
礒部さん・古市さん：社会福祉士の課程
で学びながら、さらに精神保健福祉士と
スクールソーシャルワーカーの課程のど
ちらかを選択することができます。私た
ちは現在、精神保健福祉士の課程を選
択していますが、社会福祉士の課程に
加えて、精神保健福祉分野の勉強もす
るため大変さはあります。ですが、その
分学ぶことも多く身につくスキルもたく
さんあります。それは、スクールソーシ
ャルワーカーの課程で勉強しているみん
なも同じです。それから、資格を複数取
得することは、たくさん勉強してきたと
いう証明にもなりますし、資格を持って
いるとクライエントが相談する時の信用
や安心につながると思います。
Q最後に社会福祉学科で学んで
   良かったこと、『福祉』の面白さに
   ついて教えてください。
礒部さん：授業では、クライエントを支
援するための知識として制度等を勉強
したり、面接技術を身につけたりします
が、そのことを通して自分自身の物事の
捉え方や価値観に気づくことが多いと
いうことに面白さを感じます。
古市さん：社会保険等の様々な制度を
勉強するので、例えば、将来自分が困っ
たときに使えるサービスが何かもわかる
のは福祉を勉強していて良かったことで
す。

い打ち解けやすく、相手と関係性を築く
のに役立ちます。
Qどんな勉強をすれば
    身につけられますか。
礒部さん：実習前の授業では、面接練習
などをロールプレイで行うので、対話の
技術が身につけられます。また、心理学
関連の授業を履修しておくと、役立つ知
識やヒントが見つけられますよ。
Q実習から学んだことは？
古市さん：毎日の実習が終わって、その
日に自分が感じたことを言葉にしたり、
自分の感情を吟味したりすることで、ク
ライエントのことをより深く、多面的に
考えられるようになりました。それを継
続していくことがクライエントへのより
良い支援につながることを学びました。
礒部さん：これまで私は健康で元気な
高齢者の方としか接したことがなかった
のですが、実習先では介護を必要とする
高齢者と多く接し、普段の生活やニーズ
をリアルに感じることができました。ま
た、支援者としての視点や適切なかかわ
り方も学ぶことができました。
Q実習先での印象に残ったエピソード    
   はありますか？
礒部さん：高齢で寝たきりの方とコミュ
ニケーションをとるときに、最初はとて
も苦労したのですが、毎日挨拶をしたり、
言葉かけを続けたりすることで、ちょっ
とした表情の変化に気づくことができる
ようになり、その方を理解できるように
なったことが印象に残っています。
古市さん：障害福祉サービス事業所で
実習したのですが、利用者のトラブル対
応では、職員が利用者を一方的に注意
するのではなく、当事者の障害特性やト

Q実習先の選び方は？
古市さん：授業の内容で興味があること
を日頃からアンテナを張って情報収集し
たり、ボランティアに行って考えてみた
りするのもいいと思います。実習先選び
に関する授業もあるので、それを活用し
て探すのもいいと思います。行きたいと
思う実習先があれば、施設の機能など
調べておくと良いです。
礒部さん：どんなところで実習したいか
を早めに決めておくといいと思います。
実習中に学びたいことが明確になります
し、“こんなことも学びたかったのに”
と後悔することもなくなると思います。
例えば、私は高齢者と接するのが好きだ
から、高齢者施設のことを調べて実習先
として希望したので、自分の関心のある
施設で実習するのもいいと思いますよ。
Qゼミの選び方は？
古市さん：ゼミは３年生から入って、卒
論の方向性を定め、４年生から本格的に
卒論に向けて動いていきます。ゼミを選
ぶ時に、それぞれの先生がゼミについて
紹介する機会があります。それを聞いて、
自分の関心のある研究分野の先生を選
ぶのもいいし、活動が楽しそう、先生の
人柄、国家試験対策をやってくれるなど、
自分が何を重視するかで決めるといい
と思います。
Q実習のために身につけて
　 おいたほうが良いことは？
礒部さん：コミュニケーション力を身に
つけておいた方が良いです。実習では対
話を通してクライエントのことを理解し
ていくのでコミュニケーション力は大切
です。その他に、クライエントが話しや
すそうな話題を事前に考えておくとお互

本学の社会福祉学科では、実習等を通した実践的な学びを大事にしています。
そこで今回は、本学での『福祉の学び』について１年生が３年生にインタビューしてみました。

１年生 ３年生
本学での『福祉の学び』についてテーマ

渡辺　小夏さん
吉木あかりさん
社会福祉学科 １年

古市　　司さん
礒部　咲良さん
社会福祉学科 ３年

本学は、福祉を学べる西日本で
数少ない公立大学です。
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　令和４年12月10日に、人間形成学科こどもコース
のホームカミングデーを開催し、本学教員による講演
や、卒業生と在学生の懇親の場を設けました。
　講演においては、福田恭介特任教授より、「保育に
生かすペアレントトレーニング」と題してお話いただ
き、保育・教育に役立つ知見を提供いただきました。
また、卒業生３名（社保短保育科11期生・村島京子さん、
人間形成学科20期生・阿部栞さん、人間形成学科23
期生・江藤小百合さん）からは、在学時の思い出や現
在のお仕事、後輩に伝えたいこと等についてお話いた
だきました。その後、在学生と卒業生の懇談の場を設け、
親睦を深める機会としました。
　今回初開催のイベントでしたが、参加者からは貴重
な懇親の機会になったと好評を頂きました。今後は、
継続して卒業生・在学生を対象とした学びや交流の場
を提供していく予定です。ぜひご参加ください。

　令和５年２月２日（木）に学長懇談会を行いました。
学長懇談会は、学生ファーストを大切に考える学長の
意向から、毎年１回学長と学生自治会などの学生が意
見交換を行う場です。
　懇談会には学長、事務局職員、学生自治会などの学
生が参加し、和やかな雰囲気で学生から募集した要望
を伝えました。今回は「傘をレンタルできるようにし
てほしい。」、「他学年、他学科との交流の機会を設け
てほしい。」、「食堂のメニューを増やしてほしい」、「映
画館や飲食店を、大学付近に誘致してほしい」など
様々な要望があり、学生が活発に意見を述べていまし
た。大学側としても日ごろ、学生が困っていることや
改善してほしいことを知る良い機会となりました。中
には要望にお応えすることが難しいものもありますが、
いただいた意見を真摯に受け止め、改善に努力してい
きたいと思います。

こどもコースの
ホームカミングデーを開催

1
Topics

　「英峰塾」は、添田町立添田中学校のPTAからなる「お
やじの会」などが主催し、同中学３年生を対象にした、
学習支援を目的にしています。高校入試に備えた、学
力向上を目指すために国語・数学・英語の学習をサポー
トしています。福岡県立大学の学生が講師となり、毎
週末に活動しています。学習の際は、ホワイトボード
を使って生徒の前で解説したり、一人一人を巡回して
分からない問題で悩んでいる生徒にヒントを与えたり
します。近年では年に1度お楽しみ会を開くなどして、
生徒との親睦を深めるイベントも開催しています。
　私自身も実際に、中学校時代は英峰塾に通っていま
した。そこでは、勉強はもちろん、休憩時間などに大
学生の方と話すことが楽しかったのを今でも覚えてい
ます。受験というものが初めてだった僕にとって、受
験勉強の方法、受験当日のコツなど、受験を乗り越え
てきた大学生から様々なことを教えていただくことが
でき、楽しく受験期を終えることができました。また、
そこで福岡県立大学の学生に憧れを抱き、福岡県立
大学への進学を志しました。高校進学後は、大学進学
という明確な目標があったため、勉強はもちろん、部
活動や生徒会活動なども積極的に行うことができま
した。私は、英峰塾を通じて、自分のキャリアプラン
について考えることができました。
　英峰塾は高校進学だけでなく、その後のライフキャ
リアにつながる出会いや機会を提供する取り組みであ
り、中学生にとって貴重な経験になると思います。

添田『英峰塾』2
Topics

　教授法・教育方法のさらなる向上を目指すため、授
業参観ウィークにおける学外者のアンケート結果など
総合的に勘案し、令和４年度福岡県立大学ベストティ
ーチャーが決定しました。
　人間社会学部 公共社会学科 石崎龍二教授が選出さ
れ、10月31日（月）に公開授業として「教育方法と情
報技術」が行われました。

「ベストティーチャー表彰」に関するコメント
　この度は、大変素晴らしい賞を頂き、誠にありがと
うございました。教員として大変嬉しく思います。今
回の受賞は、データサイエンス教育の推進への期待が
込められたものと受け止めております。今後も精進を
重ねて参りたいと思います。今後とも皆様のご指導と
ご支援を宜しくお願い申し上げます。

令和 ４ 年度
ベストティーチャーを
決定しました

4
Topics

3
Topics

　本学では、留学生と県立大生が交流しながら福岡県について学ぶために年間
数回、福岡県の様々な場所へバスハイキングに行きます。今回は福岡市のチー
ムラボフォレスト福岡、櫛田神社を訪問しました。学生同士交流しながら最先
端のデジタルアートを体験し、櫛田神社のおたふく面や境内を見学しました。
　今年度最後の留学生支援事業も笑顔あふれるものになりました。

2022年度第4回留学生支援事業
（２月４日）

国際交流

学長懇談会を
開催しました

Topics
公共社会学科

３年　長谷川　心悟

Kendai magazine No.346



　令和４年12月10日に、人間形成学科こどもコース
のホームカミングデーを開催し、本学教員による講演
や、卒業生と在学生の懇親の場を設けました。
　講演においては、福田恭介特任教授より、「保育に
生かすペアレントトレーニング」と題してお話いただ
き、保育・教育に役立つ知見を提供いただきました。
また、卒業生３名（社保短保育科11期生・村島京子さん、
人間形成学科20期生・阿部栞さん、人間形成学科23
期生・江藤小百合さん）からは、在学時の思い出や現
在のお仕事、後輩に伝えたいこと等についてお話いた
だきました。その後、在学生と卒業生の懇談の場を設け、
親睦を深める機会としました。
　今回初開催のイベントでしたが、参加者からは貴重
な懇親の機会になったと好評を頂きました。今後は、
継続して卒業生・在学生を対象とした学びや交流の場
を提供していく予定です。ぜひご参加ください。

　令和５年２月２日（木）に学長懇談会を行いました。
学長懇談会は、学生ファーストを大切に考える学長の
意向から、毎年１回学長と学生自治会などの学生が意
見交換を行う場です。
　懇談会には学長、事務局職員、学生自治会などの学
生が参加し、和やかな雰囲気で学生から募集した要望
を伝えました。今回は「傘をレンタルできるようにし
てほしい。」、「他学年、他学科との交流の機会を設け
てほしい。」、「食堂のメニューを増やしてほしい」、「映
画館や飲食店を、大学付近に誘致してほしい」など
様々な要望があり、学生が活発に意見を述べていまし
た。大学側としても日ごろ、学生が困っていることや
改善してほしいことを知る良い機会となりました。中
には要望にお応えすることが難しいものもありますが、
いただいた意見を真摯に受け止め、改善に努力してい
きたいと思います。

こどもコースの
ホームカミングデーを開催

1
Topics

　「英峰塾」は、添田町立添田中学校のPTAからなる「お
やじの会」などが主催し、同中学３年生を対象にした、
学習支援を目的にしています。高校入試に備えた、学
力向上を目指すために国語・数学・英語の学習をサポー
トしています。福岡県立大学の学生が講師となり、毎
週末に活動しています。学習の際は、ホワイトボード
を使って生徒の前で解説したり、一人一人を巡回して
分からない問題で悩んでいる生徒にヒントを与えたり
します。近年では年に1度お楽しみ会を開くなどして、
生徒との親睦を深めるイベントも開催しています。
　私自身も実際に、中学校時代は英峰塾に通っていま
した。そこでは、勉強はもちろん、休憩時間などに大
学生の方と話すことが楽しかったのを今でも覚えてい
ます。受験というものが初めてだった僕にとって、受
験勉強の方法、受験当日のコツなど、受験を乗り越え
てきた大学生から様々なことを教えていただくことが
でき、楽しく受験期を終えることができました。また、
そこで福岡県立大学の学生に憧れを抱き、福岡県立
大学への進学を志しました。高校進学後は、大学進学
という明確な目標があったため、勉強はもちろん、部
活動や生徒会活動なども積極的に行うことができま
した。私は、英峰塾を通じて、自分のキャリアプラン
について考えることができました。
　英峰塾は高校進学だけでなく、その後のライフキャ
リアにつながる出会いや機会を提供する取り組みであ
り、中学生にとって貴重な経験になると思います。

添田『英峰塾』2
Topics

　教授法・教育方法のさらなる向上を目指すため、授
業参観ウィークにおける学外者のアンケート結果など
総合的に勘案し、令和４年度福岡県立大学ベストティ
ーチャーが決定しました。
　人間社会学部 公共社会学科 石崎龍二教授が選出さ
れ、10月31日（月）に公開授業として「教育方法と情
報技術」が行われました。

「ベストティーチャー表彰」に関するコメント
　この度は、大変素晴らしい賞を頂き、誠にありがと
うございました。教員として大変嬉しく思います。今
回の受賞は、データサイエンス教育の推進への期待が
込められたものと受け止めております。今後も精進を
重ねて参りたいと思います。今後とも皆様のご指導と
ご支援を宜しくお願い申し上げます。

令和 ４ 年度
ベストティーチャーを
決定しました

4
Topics

3
Topics

　本学では、留学生と県立大生が交流しながら福岡県について学ぶために年間
数回、福岡県の様々な場所へバスハイキングに行きます。今回は福岡市のチー
ムラボフォレスト福岡、櫛田神社を訪問しました。学生同士交流しながら最先
端のデジタルアートを体験し、櫛田神社のおたふく面や境内を見学しました。
　今年度最後の留学生支援事業も笑顔あふれるものになりました。
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３年　長谷川　心悟
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　こんにちは、ジャズ研です！現在部員は約20名、主に体育館近
くのスタジオ２にて活動しています。文化祭やその他ライブが予
定されているときは演奏メンバーで集まって合同練習等をします
が、基本的に活動時間は自由です。自分のペースで活動できるため、
バイトや他のサークル活動、学業との両立がしやすいのも魅力で
す。主な行事は、新入生歓迎ライブ、文化祭ライブなどで、それ
ぞれ春と秋に開催されます。ここではジャズに限らず様々なジャ
ンルの音楽を演奏します。ステージで演奏するのは少し緊張しま
すが、皆で作り上げてきたものが「ライブ」という形で完成する
のはとても感動します！
　ジャズ研は楽器初心者の方も沢山いて、サークルを機に初めて
の楽器に挑戦するのも楽しみの一つです。スタジオにあるベース
やドラム、キーボード、サックスなどの楽器は自由に使用可能です。
演奏はしなくても、皆とおしゃべりしたり、楽器運びやセッティ
ングを担当してライブをサポートしたり、打ち上げに参加したり、
音楽だけではなくサークル内の交流機会も沢山あって、色々な経
験が出来ます。
　

　20歳時に読みました武
者小路実篤の「友情」です。
自分の本音や友情、葛藤
する内面を描き出されて
おり、白樺派の作風であ
る「性善説的な内容」に
引かれたのだと思います。文学作品でありなが
ら対話の形式で熱烈な片思いと失恋、三角関係
での友情のあり方が綴られており、まだ若かっ
たので、友情とは何かを深く考えさせられたと
ても印象に残る作品でした。失恋にあって、出
来事を整理し納得し回復し、未来に向かうかと
いうメッセージだったように思います。学生の
みなさんにこの文学作品に触れて頂くのは良い
のではないかと思い、紹介いたしました。

地域の人々の医療・ケアに対する
意思決定支援について研究しています。

【公衆衛生看護学教育】
　私は、本学に就任し20年となります。その間、公衆衛生
看護教育を行ってきました。公衆衛生看護について、少し
述べさせていただきます。公衆衛生看護の責任として、健
康格差と社会的排除にさらされている人々の困難と対峙し
続ける姿勢と、全ての人々の健康の実現に向けて不平等の
解消と社会的包摂を実現した共生社会を創造することとさ
れています。このような使命感をもち、本大学では、毎年
10 人余の学生が、保健師となりコミュニティで人々が健
康づくりに貢献できるよう支援してくれています。
【研究・教育活動】
　2018 年には「人生会議」として、「心身の状態の変化等
に応じて、本人の意思は変化しうるものであり、医療・ケ
アの方針や、どのような生き方を望むか等を、日頃から繰
り返し話し合うこと」が奨励され、ＡＣＰ（アドバンス・ケア・
プランニング）の概念を踏まえ、「在宅ケア座談会」を行っ
てきました。地域住民にとって「理想的な死」として重要
なことは、「周囲に迷惑をかけない事」「苦痛が少ない事」
であり、迷惑をかけない穏やかな最期を望んでいるとされ
ています。最期をどう生き抜きたいか問いかけに応える主
体性と他者から支えられる実感がもてるプログラムが有効
であるとされています。このような視点で、多職種の方々
と共に研究を進めています。また、教育活動では、保健師
課程の学生と共に、A 町の在宅療養者の家族介護者へイン
タビューさせて頂いています。このインタビューにより、
介護者本人の思いや希望をうかがい、個別事例を基にした
地域の健康課題を把握する技術を学びます。当事者の声か
らモデルを用い、複数事例を分析し、その内容を地域の関
係者へ報告しています。地域の特徴と健康課題を検討する
ことから保健師課程の学習を開始しています。
【田川市郡における社会貢献活動】
　平成25年度より田川市郡の在宅医療関係の多職種の
方々と共に、ケア・カフェたがわとして当事者を交えた学
びの場を設けています。近年は、田川医師会の先生方にも
多く参加いただけるようになりました。地元の専門職のみ
なさんとよりよい看護活動を行うためのリカレント教育は、
私自身の活動の源となっています。

看護学部　看護学科　　　
保健師コース（公衆衛生看護学）

　                        尾形由起子

音楽と、大学生活、自分のペースで沢山楽しみたい方、ぜひぜひ、入部
お待ちしております！

福岡県立大学生の
サークル活動を紹介します

男子サッカー部 人間社会学部　公共社会学科　貞國　来歩

　こんにちは。男子サッカー部です。今部員はプレイヤー19 人、
マネージャー11人で活動しています。週に2回グランドで楽しく、
時には真剣に練習に取り組んでいます。練習では、基礎的なこと
からシュート練習や対人練習、ミニゲームなどの様々な練習を行
い、試合に向けて準備をしています。また練習試合や大会が定期
的にあり、ベストを尽くせるように高みを目指して頑張っていま
す。去年の大会では私達は予選で勝利を納め、決勝リーグに進む
ことができました。練習試合でも手を抜かず、勝利することを目
標に励んでいます。初心者の方も楽しくサッカーをすることがで
き、学部や学科を問わず多くの人が在籍しています。かつては初
心者だった先輩たちも今では経験者にひけをとらない頼れる部員
に成長しました。交流も盛んで先輩方にテストや進路についてい
ろいろな相談をすることができ、日々の大学生活に役立てること
ができます。また、卒業された先輩方とも関わる機会が多く、色々
なお話しを聞くことができます。
　

今後は練習試合や大会参加で良い成績が残せるように、毎回の練習を大
事にしていきたいと思います。興味がありましたら、是非見学しに来て
ください。

ジャズ研

Fukuoka Prefectural University

Circle Activities
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地域での介護教室（演習）

教員研究紹介 人間社会学部　社会福祉学科　河津　果鈴

ゼミ生とのコロナ感染予防教室

おすすめの一冊

教 授

『友情』武者小路実篤
1985、以文社

先生の
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退職教員のご紹介

檪　直美
看護学部看護学科
准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
老年看護学

石村　美由紀
看護学部看護学科
大学院看護学研究科
准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
女性看護学、助産学

金　恩愛
人間社会学部
総合人間社会コース
准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
韓国語教育、日韓対照研究

古庄　夏香
看護学部看護学科
准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
成人看護学

政時　和美
看護学部看護学科
講師

氏　　名

学　　部

専門分野
病院前救護、災害看護

鬼塚　香
人間社会学部
社会福祉学科　准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
精神保健福祉

道園　亜希
看護学部看護学科
助教

氏　　名

学　　部

専門分野
女性看護学、助産学

中藤　広美
人間社会学部
人間形成学科
助教

氏　　名

学　　部

専門分野
幼児教育、保育
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就職活動奮闘記CASE1

就職活動奮闘記CASE2

※希望者のみ掲載しております。

卒業後に自分がどこで働いているのか全く想像ができ
ず漠然と不安を抱いていましたが、自己成長の為に上京
するという夢を叶えるため、関東圏の自治体のみ受験し
ようと決めました。就活についての知識がなく保健師は
看護師の就活とは全く違うため、いつからどのように対
策すべきか分かりませんでしたが、友人との情報共有や
先輩の情報、インターネットやキャリアサポートセンタ
ー等を活用し、授業や実習と並行しながら就活をしてい
ました。

正直縁もゆかりもない関東に自分が合格できると思って
いなかったので、とても驚いたのと同時に、長かった就
職活動が終わりこれまでにない達成感や喜びを感じまし
た。この１年間は大学生活の中で最もきつかったですが、
乗り越えることができたことで自信が付いたと感じてい
ます。今後慣れない土地で保健師として力を発揮できる
か不安は大きいですが、これまで学んだことを振り返り
つつ残りの学生生活を楽しみたいと思います。

実習先で実際に働く保健師を見て、一人一人に寄り添い
活躍する先輩の姿に憧れたので、そのような保健師に近
づけるよう勉強を継続し日々努力していきたいと思いま
す。また、長年の夢であった東京での生活も楽しみ、公
私ともに充実した生活を送りたいなと考えています。

就職活動前

現在

未来

　私は興味のある分野を絞ることが出来ず、自己分析も
思うように進まなかったため、「一般企業」や「福祉系」
と分野を絞らずに就職活動をしていました。企業説明会
に参加し、大学でのキャリア相談室を利用するうちに自
己分析が進み、福祉系に興味があると気付きました。そ
こからは自分が就職先を選ぶうえで重視したいことを中
心に、施設や病院の雰囲気・特徴を捉えるよう意識しな
がら情報収集をしました。

　内定を頂いたときは嬉しいと同時に、勤務地が県外に
なり地元を離れるということに戸惑いが出てきました。
しかし、先生方に相談したり自分が就職活動で重視して
いたことと内定先の特徴を再度照らし合わせることで、
不安はあるものの段々とそこで働けることへの楽しみも
出てきました。
　現在は新生活への準備を進めつつ、友達と食事をした
り旅行へ行ったりしながら、残りの学生生活を楽しんで
います。

　就職活動を進めるにあたり、先生方やキャリアサポー
トセンターの方々に助言して頂いたことで、考えがまと
まり進みたい方向性が見えてきました。私もいつかは先
生方のように困ったときに頼りになる存在になりたいと
改めて思いました。そのためには困難もあると思います
が、早く業務や環境に慣れ、知識・経験ともに豊富な医
療ソーシャルワーカーになれるよう力をつけていきたい
です。

人間社会学部 社会福祉学科 4年  山口奈那子 内定先 済生会熊本病院

就職活動前

現在

未来

内定先看護学部 看護学科 4年  久持　穂華 東京都23区
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退職教員のご紹介

檪　直美
看護学部看護学科
准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
老年看護学

石村　美由紀
看護学部看護学科
大学院看護学研究科
准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
女性看護学、助産学

金　恩愛
人間社会学部
総合人間社会コース
准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
韓国語教育、日韓対照研究

古庄　夏香
看護学部看護学科
准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
成人看護学

政時　和美
看護学部看護学科
講師

氏　　名

学　　部

専門分野
病院前救護、災害看護

鬼塚　香
人間社会学部
社会福祉学科　准教授

氏　　名

学　　部

専門分野
精神保健福祉

道園　亜希
看護学部看護学科
助教

氏　　名

学　　部

専門分野
女性看護学、助産学

中藤　広美
人間社会学部
人間形成学科
助教

氏　　名

学　　部

専門分野
幼児教育、保育
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就職活動奮闘記CASE1

就職活動奮闘記CASE2

※希望者のみ掲載しております。

卒業後に自分がどこで働いているのか全く想像ができ
ず漠然と不安を抱いていましたが、自己成長の為に上京
するという夢を叶えるため、関東圏の自治体のみ受験し
ようと決めました。就活についての知識がなく保健師は
看護師の就活とは全く違うため、いつからどのように対
策すべきか分かりませんでしたが、友人との情報共有や
先輩の情報、インターネットやキャリアサポートセンタ
ー等を活用し、授業や実習と並行しながら就活をしてい
ました。

正直縁もゆかりもない関東に自分が合格できると思って
いなかったので、とても驚いたのと同時に、長かった就
職活動が終わりこれまでにない達成感や喜びを感じまし
た。この１年間は大学生活の中で最もきつかったですが、
乗り越えることができたことで自信が付いたと感じてい
ます。今後慣れない土地で保健師として力を発揮できる
か不安は大きいですが、これまで学んだことを振り返り
つつ残りの学生生活を楽しみたいと思います。

実習先で実際に働く保健師を見て、一人一人に寄り添い
活躍する先輩の姿に憧れたので、そのような保健師に近
づけるよう勉強を継続し日々努力していきたいと思いま
す。また、長年の夢であった東京での生活も楽しみ、公
私ともに充実した生活を送りたいなと考えています。

就職活動前

現在

未来

　私は興味のある分野を絞ることが出来ず、自己分析も
思うように進まなかったため、「一般企業」や「福祉系」
と分野を絞らずに就職活動をしていました。企業説明会
に参加し、大学でのキャリア相談室を利用するうちに自
己分析が進み、福祉系に興味があると気付きました。そ
こからは自分が就職先を選ぶうえで重視したいことを中
心に、施設や病院の雰囲気・特徴を捉えるよう意識しな
がら情報収集をしました。

　内定を頂いたときは嬉しいと同時に、勤務地が県外に
なり地元を離れるということに戸惑いが出てきました。
しかし、先生方に相談したり自分が就職活動で重視して
いたことと内定先の特徴を再度照らし合わせることで、
不安はあるものの段々とそこで働けることへの楽しみも
出てきました。
　現在は新生活への準備を進めつつ、友達と食事をした
り旅行へ行ったりしながら、残りの学生生活を楽しんで
います。

　就職活動を進めるにあたり、先生方やキャリアサポー
トセンターの方々に助言して頂いたことで、考えがまと
まり進みたい方向性が見えてきました。私もいつかは先
生方のように困ったときに頼りになる存在になりたいと
改めて思いました。そのためには困難もあると思います
が、早く業務や環境に慣れ、知識・経験ともに豊富な医
療ソーシャルワーカーになれるよう力をつけていきたい
です。

人間社会学部 社会福祉学科 4年  山口奈那子 内定先 済生会熊本病院

就職活動前

現在

未来

内定先看護学部 看護学科 4年  久持　穂華 東京都23区
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